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管

業

税

麿

止

論

を

評

す

目

央

第
四
十
九
議
曾
に
於
て
、
眠
官
業
税
底
止
法
律
案
が
提
出
せ
ら
れ
た
。
其
案
は
森
田
金
禅
問
氏
の
提
出
に
か
、
る

部

申書
百

、~

車
競
掲
載

が
、
買
は
買
業
同
志
舎
の
案
で
め
る
。
管
業
税
廠
止
の
蓮
勤
は
阪
に
屡
々
商
工
業
者
の
関
躍
に
依
っ
て
試
み
ら
れ

(
第
四
観

第

替
業
柑
廠
止
論
者
申
請
披

事

和
税
制
系
論
よ
り
取
た
る
替
業
税
臨
止
論

第
四日

替

業
宇常

6り

本
質
よ
り

翻
た

る
幹
業
平佳
陵
止
論

、-------ヲた
腕
生島
載

第
五

同
括
管
業
枯
盛
止
論
と
地
方
皆
業
融

第
プぐ

結
論

第

品者

日

時

論

管
業
酷
厳
止
論
を
評
す

第
十
九
巻

凡
丸
)

五
五
五



倒~

員青

替
業
軸
腔
止
識
を
押
す

第
十
九
答

(
第
四
競

丸
の
)

五
五
六

た
の
で
あ
っ
た
が
、
絡
に
一
び
も
成
功
せ
な
か
っ
ロ
。
賀
来
同
士
山
曾
は
共
商
工
業
者
の
替
業
税
廃
止
運
動

ω効
を

奏
せ

4
3
h
J
L
理
由
を
求
め
て
既
成
政
裳
に
依
頼
し
た
矯
め
で
あ
る
ご
し
、
商
工
業
者
自
ら
救
は
ん
ご
せ
ば
、
自
ら

議
曾
に
山
で
自
ら
議
案
を
提
出
す
る
の
事
に
出
で
ね
ば
な
ら
ぬ
己
呼
放
し
た

ωで
あ
っ
た
。
阻
官
業
税
皮
止
ご
い
ふ

こ
さ
は
、
恐
ら
〈
質
業
同
志
命
H

結
黛
の
一
理
由
で
あ
っ
た
ら
う
。
是
れ
買
業
同
士
山
曾
正
し
て
は
何
は
扱
て
置
き
、

第
一
に
営
業
税
法
廃
止
法
律
案
を
提
出
せ
ね
ば
な
ら
な
炉
っ
た
所
以
で
あ
る
ご
察
せ
ら
れ
る
の
で
ゐ
る
。

此
脱
営
業
税
法
慶
止
法
律
案
は
委
員
曾
に
於
て
否
決
せ
ら
れ
た
、
買
業
同
士
山
曾
は
一
具
に
改
め
て
来
る
通
常
議
曾
に

提
出

L
や
う
ど
い
っ
て
ゐ
る
、
質
業
同
志
曾
員
が
議
品
開
じ
席
を
有
す
る
限
!
り
、
此
問
題
は
繰
り
返
へ
古
る
、
の
で

あ
ら
う
o

賞
は
な
は
従
来
商
工
業
者
の
管
業
税
底
止
運
動
な
る
も
の
が
如
何
な
る
理
由
で
行
は
れ
て
ゐ
た

ωか
を

詳
に
せ
な
か
っ
た
o

今
回
貫
業
同
志
曾
の
諸
氏
よ
り
其
理
由
子
斡
〈
こ
ご
を
待
た
が
、
不
幸
に
し

τ十
分
に
理
解

す
る
こ
ど
」
が
出
来
な
か
っ
た
。
私
は
営
業
税
法
廃
止
法
律
案
特
別
委
員
舎
に
於

τ質
問
並
に
討
議
に
加
は
っ
た
が
、

時
間
短
〈
査
さ
い
る
所
が
ゐ
っ
た
。
そ
こ
で
惑
に
皐
理
の
土
炉
ら
管
業
税
廃
止
論
を
批
評
し
て
見
た
い
己
思
ふ
。

第
二

皆
業
税
麿
止
論
者
の
論
操

第
一
業
税
康
止
論
を
批
評
せ
ん
ご
せ
ば
、
先
づ
其
廃
止
論
者
の
論
懐
古
す
る
所
を
明
に
ゼ
ね
ば
な
ら
れ
判
。

買
業
同
士
山
舎
の
管
業
税
法
廃
止
法
律
案
は
極
て
筒
短
な
る
も
の
で
、
唯
一
俊
文
を
存
す
る
の
み
で
ゐ
る
、



日
〈
修
業
税
法
は
大
正
十
三
室
穿
限
h
之
を
廃
止
す
£
。
而
し
て
其
理
由
正
す
る
所
は
賞
に
左
山
如
〈
で
ゐ

る。
問
紙
管
業
間
ハ
臼
清
戦
佼
後
軍
備
蛸
張
ノ
悶
源
プ
補
填
ス
ル
泊
三
地
方
荷
タ
ル
符
業
枕
ノ
一
部
7

一
時
同
枕
=
移
シ
ダ
ル
モ
ノ
ユ
シ
テ
、
其
課

松
方
法
ヨ
リ
且
ル
ト
キ
ハ
所
得
粧
卜
貫
複
ス
ル
モ
ノ
ム
ア
キ
ニ
非
ズ
珠
一
一
其
ノ
負
搭
モ
腕
力
ヲ
ザ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
其
ノ
賦
課
ノ
方
法
公
平
ヲ
保
チ
昨

キ
翫
勅
ア
リ
、
潟
メ
一
一
産
業
ノ
発
達
ヲ
阻
害
シ
、
瓦
ツ
納
棺
者
ヲ
苦
シ
ム
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
以
テ
此
ノ
際
商
工
業
ノ
振
興
ヲ
計
ル
ガ
泊
、
管
業
軸
ヲ
λ
宜

燈
ス
ル
ノ
M
Z
ア
リ
、
是
レ
本
案
7
提
出
ス
ル
所
以
ナ
リ
ロ

此
理
白
書
に
依
る
ご
、
管
業
税
藤
止
の
根
本
的
論
擦
は
、
偉
業
税

t
所
得
税
さ
が
重
複
す
る
ご
い
ふ
勅
に
ゐ
る

で
つ
で
め
る
o

略

L
て
之
を
二
重
税
設
己
名
付

τ霞
〈
。
去
に
叉
其
負
擦
の
軽

f
な
い
こ
正
、
賦
課
の
一
公
平
な
ら

。
。
。
。

o

y
る
こ
正
、
、
の
銭
に
産
業
を
阻
害
し
て
ゐ
る
さ
云
ム
理
由
を
附
け
加
へ
て
ゐ
る
、
之
を
産
業
阻
害
説
ご
名
り
て
置

〈
O

更
に
営
業
税
が
日
清
戦
役
筏
軍
備
筒
抜
の
財
源
を
補
填
す
る
錦
に
地
方
税
の
一
部
を
一
時
関
税
に
移
し
た
る

こ
ご
を
詑
吉
、
岡
税
ご
し
て
は
永
久
的
た
る
ぺ
き
で
な
い
ご
い
I

ふ
意
味
を
合
ま
し
て
ゐ
る
o

之
を
傍
業
税
廃
止
の

。
。
。
。
。

沿
草
的
理
由
ご
し
て
置
〈
。

理
由
書
は
此
の
如
〈
で
あ
る
が
、
提
出
者
が
提
出
の
理
由
を
説
明
し
て
ゐ
る
所
を
見
る
さ
、
左
の
時
却
に
鯖

す
る
や
う
で
あ
る
。

ハ
い
持
業
枕
ヲ
帽
故
斑
止
シ
ナ
ケ
レ
パ
ナ
ラ
ヌ
カ
ト
申
シ
マ
九
十
ラ
バ
、
是
円
酬
同
日
間
業
収
得
税
一
一
ア
ヲ
ズ
シ
テ
替
業
行
鵠
積
デ
、
法
律
ト
シ
ア
最
モ
不
完

全
ナ
ル
所
ノ
モ
ノ
デ
ア
ル

l
私
共
ハ
考
ヘ
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
如
何
ナ
ル
場
合
デ
ヱ
骨
業
者
ノ
損
得
ヲ
闘
ミ
ズ
、
管
業
行
伐
ヲ
シ
タ
者
カ
ヲ
税
ヲ

時

論

五
五
七

管
業
揖
前
四
止
請
を
許
す

(
第
四
競

ブL

) 

第
十
九
巻

森回全確氏演説(第四十九帝閣議合衆議院議事速記録、，53頁}1) 



P干

論

替
業
耽
陵
止
論
を
評
ナ

第
十
九
巷

(
第
四
糠

ブL

) 

五
五
八

収
ル
ト
云
フ
ヤ
ウ
ム
7

軸
法
ぺ
世
界
成
シ
ト
離
そ
今
日
時
叫
ツ
テ
同
ル
ノ
ハ
我
閣
グ
ケ
」
ア
ア
ル
ヤ
ウ
ュ
息
h

レ
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。

引
っ
皆
業
荷
山
描
り
向
工
業
者
其
者
ダ
ケ
ノ
同
難
」
ア
?
ル
ノ
ミ
十
ラ
ズ
、
又
此
皆
業
祉
が
駿
サ
レ
タ
宿
一
↓
商
工
業
者
ダ
ケ
ノ
利
徒
手
ナ
ル
モ
ノ
一
一
非
ズ

(
 

‘
.
、
、
、
‘
、
、
、

シ
一
ア
全
圏
民
一
一
大
ナ
ル
聞
係
ノ
ア
ル
ヨ
ト
デ
ア
リ
マ
ス
、
サ
ウ
シ
テ
是
ず
磁
止
サ
レ
マ
ス
ナ
一
フ
戸
、
多
ク
ノ
幸
四
四
一
二
位
ル
需
要
者
、
憾
ア
ノ
物
品

.
、
、
、
、
.
、
、
.
、
、
、
、
、
、
.
、
、

.

.
 、
、
、
.
、
、
、
、
、
、
.
、

ヲ
協
嬰
ス
ル
所
ノ
入
山
等
シ
ク
均
掃
ヲ
畏
ケ
ル
所
ノ
公
平
ナ
ル
成
置
一
ア
ア
ル

1
私
共
ハ
考
フ
ル
ノ
デ
ア

F
守
ス
。

}

.

、

.

.
 

n
A

第
三
一
一
ハ
息
組
問
題
一
一
モ
非
常
ナ
聞
係
ガ
ア
ル
ト
思
フ
ノ
ヂ
ア
り
マ
ス
ロ
私
ぴ
思
想
問
題
z

悶
慌
ア
ル
申
ス
所
目
ハ
我
岡
J

中
時
階
級
ぺ
此

(

-
経
棟
上
ノ
脊
髄
?
モ
ナ
リ
、
サ
ウ
シ
テ
我
同
ノ
組
済
上
ノ
持
排
ヲ
ス
ル
所
一
一
太
ナ
ル
責
任
ヲ
持
テ
、
又
喰
健
明
行
シ
テ
居
ル
所
ノ
モ
ノ
ハ
申
ス
迄

モ
ナ
グ
、
商
工
業
者
デ
ア
ル
、
然
ル
二
此
商
工
業
者
二
劃
シ
テ
ハ
此
秘
法
ガ
残
ツ
テ
居
ル
嬬
一
二
月
ノ
初
ヨ
リ
凹
月
ノ
中
頃
て
ァ
ぐ
年
々
蔵
々

下
組
ノ
税
務
官
史
l
其
間
一
一
稀
々
ナ
ル
お
藤
ヲ
生
シ
賞
二
此
一
年
ノ
一
一
一
分
ノ
一
ヲ
平
協
快
ナ
ル
同
一
ふ
叫
過
セ
シ
メ
テ
此
岡
民
ヲ
昔
メ
一
ア
居
λ

i
一耳

7

コ
t
ハ
思
想
問
題
Z

モ
大
ナ
ル
闘
悼
ガ
ア
ル
ト
云
ア
コ
l
ヲ
申
シ
上
ギ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ヲ
ヌ
。

0

0

0

0

0

0

0

の

C

0

0

0

此
三
理
由
の
中
、
第
一
事
炉
』
行
須
殺
説
、
第
一
一
を
縛
妹
設
、
第
三
を
思
想
問
題
設
ピ
名
け
て
置
〈
。
唯
一
言
ゼ
ね

ば
な
色
ぬ
こ
ご
は
、
此
提
出
者
の
説
明
が
間
営
業
税
法
府
止
法
伴
案
の
理
白
書
に
載
せ
て
あ
る
理
由
ご
シ
ッ
ク
リ
ノ
令

っ
て
ゐ
な
い
二
ご
で
ゐ
る
。
少
〈

z
h提
出
者
の
重
を
買
い
て
ゐ
る
縛
嫁
設
は
理
白
書
に
見
え
て
ゐ
な
い
、
之
に

反
し
て
理
白
書
の
中
で
根
本
論
操
己
も
見
る
べ
き
二
重
税
設
に
至
つ
て
は
提
出
者
之
を
説
い
て
ゐ
な
い
V

の
で
ゐ
る
。

営
業
税
法
廃
止
法
律
案
委
員
曾
に
於
て
は
荷
車
の
質
問
が
起
っ
た
が
、

提
出
者
側
の
之
に
謝
す
る
臨
応
答
を

見
る
に
、

二
重
税
設
、
特
嫁
説
、
産
業
阻
害
説
、
沿
革
的
理
由
等
が
繰
り
返
さ
れ

y
¥設
が
れ
て
ゐ
る
。
真
に
進

ん
で
管
業
税
の
本
質
に
開

L
、
偉
業
殺
は
時
労
働
者
に
も
課
す
る
税
で
あ
る
=
い
ふ
容
解
も
出
て
来

τ、
新

L
い
底

。

。

。

。

止
の
理
由
が
加
は
っ
て
来
た
。
般
に
之
を
勢
働
校
設
ご
名
け
て
置
く
。
備
委
員
舎
に
於
て
は
地
方
品
目
業
税
の
存
廃



如
何
、
持
業
税
廃
止
に
依
る
枚
入
快
陥
の
椛
填
策
如
何
の
質
問
盛
に
起
っ
た
が
、
提
出
者
側
で
は
地
方
盛
業
税
は

之
を
廃
す
る
こ
ご
、
財
源
は
行
政
財
政
の
整
理
で
浮
〈
ぺ
き
金
を
以
て
之
に
充
つ
る
こ
ご
を
答
へ
党
。

以
上
営
業
税
法
廃
止
法
律
案
理
白
書
己
提
出
者
の
説
明
、
己
委
員
舎
の
肱
答
正
に
依
っ
て
之
を
削
削
れ
ば
、
質
業
同

志
舎
の
管
業
枕
廃
止
理
由
な
る
も
の
は
、

二
重
枕
説
、
開
嫁
説
、
行
柏
崎
枕
説
、
叫
す
働
税
一
説
、
産
業
阻
害
説
、

思

想

問
題
説
、
沼
革
的
理
由
等
の
外
に
出
で
ぬ
。
二
重
税
訟
は
租
税
鱒
系
に
関
係
し
た
設
で
ゐ
り
、
碍
嫁
設
行
骨
岬
税
設

労
働
枕
設
は
骨
傍
業
税
の
本
質
に
閲
す
る
設
で
あ
る
。
そ
ニ
で
、
私
は
、
租
税
鴨
系
論
ご
管
業
税
本
質
論
己
の
ニ

つ
の
立
場
よ
り
是
等
の
諸
説
を
批
評
し
、
労
々
産
業
阻
害
説
、
思
想
問
題
説
、
沿
草
的
理
由
を
も
其
聞
に
掃
み
て

批
評
し
、
最
後
に
地
方
管
業
枕
の
存
廃
仁
就

τ論
評
を
加
へ
や
う
ご
思
ム
。
財
源
の
問
題
は
租
税
鵠
系
に
関
係
す

る
限
度
に
於
て
論
及
す
る
に
止
め
て
置
〈
積
で
あ
る
。

第
三
、

租
税
瞳
系
論
よ
り
閤
た
る
管
業
税
麿
止
論

質
業
同
志
曾
は
管
業
税
法
廃
止
法
律
案
の
理
由
喜
に
、
明
に
岬
営
業
税
が
所
得
税
ご
重
複
す
る
こ
ご
を
誘
い
て
ゐ

る
。
重
抽
出
が
出
血
る
い
ご
い
ふ
の
で
あ
る
か
ら
、
所
得
税
一
本
ゐ
れ
ば
可
V

ご
い
ふ
漣
旨
吉
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

所
で
我
園
の
現
行
直
接
税
の
嘘
系
は
所
得
税
を
中
軸
正
し
芦
地
租
手
管
業
税
J

」
を
共
同
築
ご
し
て
之
を
組
み
立

て
、
ゐ
品
。
租
税
論
の
術
語
を
以
て
説
明
す
れ
ば
、
所
得
税
ご
牧
盆
税
、
G
e
T
結
び
付
付
、
所
謂
形
式
的
二
重
枕
を

時

論

警
業
融
駿
止
論
を
静
ナ

第
十
九
巻

(
第
四
挽

ずし

) 

五
五
九



時

論

管

業

壮

麗

止

論

を

評

す

.
、
、
.
、
、
、
、
、
、
、

.. 
、
、
、
、
、
.
、

課
す
る
ご
い
ふ
こ
三
に
な
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
之
を
管
業
者
よ
り
い
へ
ば
、
四
世
口
業
枕
を
納
め
一
見
に
所
得
税
を
梯

第
十
九
巻

九
四
)

五
六

O

(
革
四
挫

は
ね
ば
な
ら
泊
。
之
を
地
主
よ
h
u
へ
ば
、
地
租
を
納
め
挺
仁
所
得
税
を
梯
は
ね
ば
な
ら
心
。

質
業
同
士
山
曾
の
意
見
に
依
れ
ば
.
此
形
式
的
二
重
税
は
許
す
べ
き
も
の
で
な
い
、
所
得
税
一
本
あ
れ
ば
足
る
さ

い
ふ
の
で
あ
る
o

是
に
於
て
形
式
的
二
重
枕
が
是
か
非
炉
ご
い
ム
問
題
を
解
決
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
ご
同
時
に
管
業
税

J
W
G

地
租
ご
の
権
衡
を
考
へ
て
見
ね
ば
な
ら
旧
制
。

-
、
形
式
的
=
重
税
制
度
の
是
非

営
業
税
を
謀
し
夏
に
所
得
税
金
課
す
る
は
、
明
に
二
重
税
で
あ
る
o

現
今
の
租
税
理
論
よ
ふ
り
い
ふ
も
、
租

殺
の
支
梯
以
晶
、
訴
は
原
則
さ
し
て
所
得
に
あ
る
ご
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
正
面
よ
り
所
得
を
提
へ

τ税
す

る
所
得
税
が
一
本
あ
れ
ば
足
る
や
う
に
考
へ
ら
れ
ぬ
で
も
な
い
。
然
し
乍
ら
所
得
税
一
本
を
以
て
直
接
税
を
組
織

す
る
こ
ピ
は
却
て
不
合
理
吉
な
つ
で
来
品
。
何
故
h

r

J

」
い
ふ
仁
、
第
一
に
は
、
所
得
税
一
本
ピ
け
で
は
、
勤
勢
所

得
に
軽
〈
課

L
、
財
産
殊
に
財
産
所
得
に
重
〈
課
す
ご
い
ふ
趣
旨
を
貫
く
こ
Z
が
出
家
自
の
み
な
ら
宇
、
動
も
す

れ
ば
動
勢
所
得
に
重
〈
訳
し
財
産
殊
に
財
産
所
得
に
軽
〈
課
す
る
ご
い
ふ
結
果
を
生
酢
る
か
ら
で
あ
る
?
。

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

c

。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。

此
〈
レ
へ
ば
、
論
者
戒
は
所
得
は
某
源
泉
凶
一
如
何
に
拘
ら
す
卒
等
仁
之
に
課
税
す
べ
き
も
の
で
、
勤
労
所

。
。
。
。
。
。
。
。
0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。

符
三
財
産
所
得
己
仁
依
っ
て
差
別
的
課
税
を
な
す
べ
き
で
な
い
γ

ご
論
干
る
か
も
知
れ
ぬ
。
併
し
乍
ら
其
設
は
之
を

一
種
租
殺
は
携
税
カ
に
応
じ
て
之
を
訴
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
さ
は
、
租
税
の
最
高

容
認
す
る
こ
ご
が
出
来
ぬ
、

拙著、車且拙論 [76頁以下

向上、 338頁以下

1) 

2) 



原
則
吉
し
て
、

疑
を
容
る
、
伶
地
が
無
い
。
所
で
今
勤
時
す
所
得
ご
財
産
所
得
ご
を
較
べ
て
見
る
に
、
其
猿
税
力
に

財
産
所
得
が
連
鎖
性
を
持

大
な
る
差
が
あ
る
。
其
理
由
は
浦
々
あ
る
が
、
業
中
心
思
想
な
ゐ
も
の
を
尋
川
刷
れ
ば
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
.
.
.
.
 、
、
、
、
、
、
、
、
‘
.
、
、
、
、
、
、
、
、
、
.

っ
t
ゐ
る
仁
反
し
で
勤
勢
所
得
が
之
を
持
っ
て
ゐ
な
い

Z
V
ふ
こ
立
仁
蹄
着
す
る
。
詳
言
す
れ
ば
、

勤
時
芳
所
得
は

疾
病
老
衰
死
巳
等
に
由
り
、
叉
は
最
気
の
接
動
、
若
は
事
業
の
鞍
理
や
行
政
整
理
等
に
由
り
、
何
時
断
絶
す
る
か

も
知
れ
白
の
で
あ
る
。
が
、
財
産
所
得
は
自
己
の
健
康
の
如
何
に
拘
ら
宇
、
行
政
整
理
事
業
整
理
等
外
界
の
事
情

の
鐙
化
如
何
に
拘
ら
十
、
紹
へ
す
入
り
来
る
の
で
あ
る
。
是
が
放
に
勤
労
所
得
者
は
共
所
得

ω断
絶
す
る
場
合
に

噛
胤
め
備
へ
て
置
か
ね
ば
な
ら
ぬ
、
従
て
所
得
の
中
よ
り
一
定
額
を
保
険
料
若
は
貯
金
ご
し
て
差
引
レ
て
置
か
ね
ば

な
ら
ぬ
。
が
、
財
産
所
得
者
に
至
つ
て
は
英
必
要
が
無
い
。

言
う
し
て
見
れ
ば
、
所
得
額
は
同
じ
ご
し
t
も
、
所

得
者
が
自
由
仁
虞
分
し
得
る
額
は
、
勤
労
所
得
者
仁
小
で
あ
っ
て
、
財
産
所
得
者
に
大
で
あ
る
。
之
に
同
一
額
の

税
を
課
す
れ
ば
、
勤
労
所
得
者
の
犠
牲
が
大
さ
な
り
、
財
産
所
得
者
的
犠
牲
が
小
ご
な
る
の
老
こ
で
犠
牲
を
均
等

に
せ
ん
ご
す
れ
ば
・
動
券
所
得
者
に
腔
〈
認
し
、
財
産
所
得
者
に
重
〈
課
せ
ね
ば
な
ら
凶
。

C

C

C

C

0

0

0

0

0

c

c

c

c

c

。
。
。
。
。

n

o

o

。
。
。
。
。
。
。
。

三
論
者
或
は
真
に
準
で
所
得
税
一
本
で
も
、
勤
勢
所
得
仁
輔
、
喝
さ
税
率
を
課

L
、
財
売
所
得
に
重
き
税
率
を
謀

。
。
。
。
。
。
0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
0

0

0

し
、
以

τ前
者
の
聞
に
差
別
課
税
を
な
す
-
』
ご
が
出
来
る
ご
諭
す
る
か
も
知
れ
泊
。
が
、

そ
れ
は
そ
う
行
か
ぬ
。

若
し
所
得
税
を
唯
其
掠
白
地
に
由
っ
て
別
々
に
課
す
る
に
止
め
て
置
け
ば
、
個
別
所
得
税
制
度
た
る
に
止
ま
り
、

般
所
得
税
ご
な
ら
旧
制
。

一
般
所
得
税
ご
い
ふ
か
ち
に
は
、
租
税
主
僅
の
得
ぺ
き
所
得
を
綜
合
仁
其
杢
踏
の
上
に
て

時

論

笹
業
柑
腕
阻
止
論
を
許
す

(
第
四
艇

第
十
九
巻

九
五
)

五ムハ

「

拙者、組税前、 499日以下1) 



If!o 

惜
業
揖
駿
止
論
E
評
す

五
六

第
十
九
谷

(
第
四
焼

九
六
)

諭

捨
税
力
を
測
h
，J

、
英
携
我
力
に
慮
中
る
課
税
を
な
き
ね
ば
な
ら
ぬ
。
従
っ
て
一
般
所
得
税
に
は
累
進
税
率
が
適
用

せ
ら
れ
る
ニ
吉
、
な
る
の
で
め
る
。
緊
治
税
率
を
適
用
す
る
か
ら
に
は
、
所
得
の
源
泉
に
由
っ
て
差
別
税
率
を
諜

す
る
誇
に
行
か
ぬ
。
成
程
勤
時
世
所
得
に
多
少
の
控
除
査
定
を
し
て
其
上
に
累
進
税
率
を
適
用
す
る
こ
ご
は
出
家
な

い
こ

Z
は
な
い
が
、
そ
れ
で
は
動
勢
所
得
を
軽
課
し
、
財
蔵
所
得
を
重
課
す
る
趣
旨
を
十
分
に
達
す
る
こ
ご
が
由

来
ぬ
o

ぞ
ニ
で
勤
時
芳
所
得
を
斡
認
し
、
財
産
所
得
を
重
認
し
ゃ
う
正
す
れ
ば
、
所
得
税
一
本
だ
り
で
は
足
ら
ぬ
、

之
を
補
ふ
殺
を
加
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
H
R

走
れ
形
式
的
二
重
税
の
制
度
が
出
て
来
る
所
以
で
あ
る
。

以
上
論
中
畠
が
如
〈
所
得
税
一
本
で
は
、
勤
勢
所
得
聴
諌
財
産
所
得
重
課
の
趣
旨
を
貫
〈
こ
ご
が
出
来

。
。
。
。
0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
。
。
。

向
。
更
に
進
ん
で
考
ふ
れ
ば
、
所
得
税
一
本
で
は
.
却
て
此
趣
旨
に
反
濁
す
る
-
』
己
、
な
る
。
ぞ
れ
は
、
所
得
税

、
。
。
、

課
徴
の
前
提
=
な
っ
て
ゐ
る
申
告
が
、
真
相
を
得
る
程
度
に
於
て
大
な
る
差
が
あ
る
炉
ら
で
あ
る
o

換
言
す
れ
ば

四
財
産
所
得
占
有
は
勤
も
す
れ
ば
所
得
の
申
告
に
於

τ隠
蔽
す
る
所
が
多
い
。
之
に
反
し
て
動
勢
所
得
者
は
所
得
の
申

告
に
虚
偽
を
言
は
同
問
、
鹿
偽
を
言
ム
て
も
、
俸
給
々
料
等
を
支
梯
ふ
者
よ
り
の
申
告
に
依
っ
て

E
さ
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
此
の
如
f
財
産
所
得
は
十
が
十
迄
捕
従
せ
ら
れ
な
い
の
に
反
し
て
勤
勢
所
得
は
十
が
十
迄
捕
捉
せ
ら
れ
る
の

で
あ
る
o

之
を
同
じ
様
に
取
ち
扱
っ

τ、
所
得
税
一
本
の
み
で
蔵
す
れ
ば
、
動
勢
所
得
に
重
〈
課
L
財
産
所
得
に

軽
く
課
す
Z
-
コ
」
、
な
る
諜
で
あ
る
o

是
が
故
に
此
不
必
卒
を
無
く
し
ゃ
う
芭
す
れ
ば
、
所
得
税
を
補
ふ
に
他
の

税
を
以

τせ
ね
ば
な
ら
泊
。
郎
、
も
勤
枇
究
所
得
に
勤
し

τは
所
得
税
に
於
て
唯
一
度
課
税
し
、
財
産
所
得
に
謝
し
て

拙著、租和論、 525頁
向上、 528頁以下、 638頁、 77'頁以下

向上、 529頁

)

)

)
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は
所
得
税
の
外
に
補
充
税
を
課
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
是
が
形
式
的
二
重
税
を
是
認
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
第
二
の
理
由
で
あ

る。

以
上
私
は
形
式
的
二
重
税
を
是
認
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
理
由
を
述
べ
た
、

。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。

是
が
替
業
税
廃
止
に
反
罰
す
る
根
本

五
論
で
あ
る
。
尤
も
こ
れ
は
所
得
税
Z
攻
盆
稔
子
宝
陥
立
せ
し
む
る
税
制
を
前
提
ご
し
て
の
論
で
あ
る
。
若
L
牧
盆

税
制
度
を
厳
し
、
之
仁
代
ゆ
る
に
筒
別
所
得
税
制
度
を
以
て
し
ゃ
う
ご
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

を
は
憶
に
税
制
轄
理

の
一
案
た
る
を
失
は
な
い
、
決
し
て
形
式
的
二
重
税
の
精
神
に
戻
る

Z
い
ふ
こ

Z
が
出
来

ρ
。
所
が
買
業
同
志
曾

の
提
唱
す
る
所
で
は
、
此
牧
盆
税
制
度
を
庭
し
、
他
の
税
を
以
て
し
ゃ
う
ざ
す
る
の
-t
な
い
、
管
業
税
は
全
然
之

を
慶
す
る
も
地
租
は
之
合
滋
し
ゃ
う
さ
す
る
の
で
な
い
。
是
に
於
亡
な
は
質
業
同
志
曾
の
替
業
税
厳
止
論
が
我
直

接
税
の
鵠
系
を
整
理
す
る
に
め
ら
宇
じ
て
却
て
破
壊
す
る
も
の
で
ゐ
る
こ
さ
V
断
性
百
る
を
得
な
い
。
此
結
論
は

且
百
業
税
さ
地
租

Zω
権
衡
さ
い
ふ
立
場
よ
り
観
れ
ば
、
更
に
動
か
す
司
』
ご
の
出
来
旧
制
も
の
さ
な
る
。

-
醤
鑓
続
と
地
租
と
の
棲
衡

実
業
同
士
山
曾
の
替
業
税
廃
止
意
昆
は
税
制
整
理
の
意
味
に
於
て
之
を
局
さ
ん
ご
す
る
の
で
な
〈
、
偉
業
枕

が
忍
税
で
あ
る
hr
ら
、
取
敢
へ
や
之
の
み
を
除
き
去
ら
う
ご
い
ふ
の
で
ゐ
る
。
是
れ
提
案
者
が
委
員
曾
に
於

τ明

言
し
た
所
で
あ
る
。
此
論
法
よ
、
り
す
れ
ば
、
地
租
の
問
題
に
腕
れ
る
の
は
其
素
士
山
で
な
い
ご
謂
は
ね
ば
な
ら
m
H
0

所
で
委
員
曾
に
於
て
管
業
税
ξ

地
租
ご
の
権
衡
論
が
持
ち
上
が
っ
た
、
之
に
劃
し
て
武
藤
氏
は
地
租
鴨
減
の
意
向

時

管
業
柏
底
止
論
を
評
ナ

(
第
凹
焼

九
七
)

E詣

第
十
九
容

五
六

萩田金蔵氏容器、(第四十九議官偉業措法腔止法律案香貝骨議録第二回 2頁)



時

管
業
枯
厳
止
請
を
評
す

五
六
四

第
十
九
谷

(
第
四
杭

九
入
)

論

hv」
有
す
る
こ
吉
、
地
租
職
減
案
を
提
出
せ
ん
ご
し
た
け
れ
ど
も
成
規
的
賛
成
を
符
な
か
っ
允
銭
め
英
運
び
に
至
ら

な
か
っ
た
こ
正
、
辺
市
議
曾
に
は
地
租
軽
減
案
吉
川
営
業
税
廃
止
案
己
を
併
せ
提
出
す
る
の
意
見
な
る
こ
さ
を
明
言

せ
ら
れ
た
。

資
業
同
志
曾
の
意
見
は
此
の
如
〈
管
業
税
金
廃
地
租
軽
減
に
在
る
の
で
あ
る
。
地
租
軽
減
は
地
租
廃
止
で
な

い
、
故
に
地
租
は
依
然
苦
し

τ之
を
存
憧
す
る
の
で
ゐ
る
。

さ
う
す
る
ご
買
業
同
志
曾
の
意
見
で
は
、
収
盆
税
の

一
角
を
崩
し
、

地
租
の
み
を
時
惜
し
置
き
之
を
所
得
枕
正
結
び

τ直
接
枕
り
陸
系
を
作
ら
う

Z
す
る
の
で
あ
る
、
換

言
す
れ
ば
、
所
得
税
さ
地
租
Z
笹
業
税
ご
の
三
本
の
柱
で
支
へ
ら
れ
た
建
物
を
ば
一
本
の
柱
を
引
き
扱
い
て
そ
れ

で
立
っ
て
行
か
さ
う
ご
す
る
の
で
あ
ゐ
o

前
段
の
議
論
に
依
っ
て
、
そ
れ
が
直
接
税
控
系
の
破
威
に
な
る
古
い
ム

そ
の
論
を
以
て
武
藤
氏
に
迫
れ
ば
、
氏
は
之
に
答

τ左
ω
如
〈
賠
じ
ら
れ
て
ゐ
る
。

-
家
ヲ
建
テ
ル
エ
桂
ヲ
一
本
件
シ
グ
ヲ
附
レ
ル
カ
モ
知
レ
ヌ
ガ
、
地
祖
ト
一
耳
フ
桂
内
鵠
程
前
カ
ラ
立
ツ
テ
府
リ
マ
ス
、
併
シ
静
業
税
ト
云
フ
柱
戸
臨

、
、

時
特
刷
グ
カ
一
フ
ト
一
五
フ
ノ
戸
、
無
盟
一
一
立
テ
ラ
レ
タ
モ
ノ
デ
ア
ツ
テ
、
ソ
レ
ガ
錫
メ
一
ニ
ザ
シ
毛
崩
レ
ル
毛
ノ
ヂ
ナ
イ
ト
忠
ヒ
マ
ス
。

叉
臼
〈

帥
官
業
枕
ハ
非
常
軒
別
枇
l
シ
テ
目
前
職
苧
後
一
一
起
ツ
タ
ノ
ヂ
ア
ル
ガ
.
地
租
ト
一
耳
フ
モ
ノ
ハ
可
ナ
リ
占
イ
歴
史
ヲ
有
ツ
テ
居
ル
刀
ラ
、
瞥
業
枯
ヲ

金
践
ス
レ
パ
地
租
モ
整
理
シ
ナ
ケ
レ
パ

d
ラ
ヌ
ト
云
フ
柵
考
ハ
、
少
シ
ク
私
山
岨
開
系
論
カ
一
フ
言
フ
テ
モ
如
何
カ
ト
岡
山
E

マ
ス
。
私
ノ
見
ル
所
デ
ハ

地
租
円
盤
減
シ
皆
業
枕
ρ
b
A
厳
ス
ル
ト
一
五
フ
コ
ト

ρ

極
メ
ア
公
平
デ
ア
ル

y
掛
ウ
自
分
ハ
信
ジ
テ
居
ワ
マ
ス
。

此
説
明
に
依
っ
て
之
を
観
る
正
、
断
案
の
み
で
理
由
が
な
い
、

強

τ理
由
を
求
む
れ
ば
沿
草
的
理
由
に
過
ぎ
な

武藤山治氏答器、(前掲委員合議録第四回日頁)

小川要員ノ質問=劃スル答鰭、(面]調委員骨量量録第四回10頁)
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ぃ
。
此

r
f町
宮
町
は
質
業
同
志
曾
で
可
な
り
重
き
を
置
い
て
ゐ
る
ゃ
う
で
あ
る
な
ら
、
十
分
に
批
評
し
て
見
た

L、
。

沿
革
的
理
由
を
分
析
し
て
見
る

t
、
三

ω考
ι節
す
る
や

F

フ
で
め
る
、
其
第
一
に
、
替
業
枕
は
臨
時
特
別

税
ご
し
て
起
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
恒
久
枕
ご
し
て
存
す
べ
き
で
な
い
ざ
い
ふ
考
で
あ
h
、
共
第
二
は
地
租
は

古
い
歴
史
を
有
す
る
か
ら
廃
す
る
に
及
ば
叫
が
、

修
業
枕
は
臨
時
に
無
理
に
立
て
た
枕
で
あ
る
か
ら
駿
せ
ね
ば
な

ら
ぬ
ご
い
ム
論
の
根
抵
に
、
古
い
税
は
良
い
殺
で
あ
る
ご
い
よ
考
三
、

日
清
戦
争
前
の
直
接
税
制
度
を
以
て
完
全

で
ゐ
る
ご
い
ふ
考
ご
が
ひ
ぞ
ん
で
ゐ
る
こ
ご
で
ゐ
hzJ
、
其
第
三
は
営
業
税
廃
止
の
結
果
が
公
卒
ご
な
る
ピ
い
ふ
考

で
あ
る
。
以
下
三
段
に
分
っ
て
論
じ
て
H
A
ゃ
う
。

、y
っ
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
亡
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。

1
岡
税
管
業
枕
は
、
臨
時
特
別
税
ご
し

τ起
さ
れ
た
の
が
恒
久
税
ご
し
℃
起
さ
れ
た
の
か
さ
い
ふ
問
題
に
就
て

は
史
貫
に
依
っ
て
之
に
答
ふ
る
よ
り
外
な
い
。
之
令
市
品
質
に
徴
す
る
に
、
日
清
戦
争
の
結
果
、
軍
事
日
公
債
の
利
子

や
恩
給
金
が
暗
唱
し
た
上
に
、

一
般
の
政
務
費
も
増
じ
、
夏
に
戟
後
経
傍
ご
し
て
軍
備
鋳
張
、
教
育
産
業
某
他
一
般

の
事
業
を
合
っ
こ
ご
、
な
り
、
局
め
に
多
〈
の
経
費
を
要
し
、
絞
首
歳
入

ω
不
足
を
生
す
る
に
至
っ
た
、
其
経
常

歳
入
の
不
足
を
補
填
す
る
が
匁
め
に
、
増
枕
計
主
が
立
て
ら
れ
た
の
で
め
っ
た
。
此
増
税
計
警
の
巾
に
は
登
録
税

の
新
設
、
酒
迄
税
の
改
正
、
葉
煙
草
専
寅
の
賢
施
却
が
目
論
ま
れ
た
の
で
ゐ
っ
た
が
、
ぞ
れ
ピ
同
時
に
営
業
税
も

園
枕
さ
し
て
起
き
る
、
こ
吉
、
な
っ
た
り
で
あ
る
。
此
事
は
栂
め
て
明
瞭
で
疑
を
容
れ
る
徐
地
が
な
い
。
ぞ
れ
ど

時

印

刷

替
業
措
鹿
止
輸
を
許
す

第
十
九
巻

(
餌
凹
就

丸
丸
)

五
六
五



時

謂T

第
十
九
巻

(
第
四
腕
一

0
0
)

Z
-、
竜

王
プ
プ

詮
す
る
錦
め
に
蕊
に
嘗
時
の
殺
相
波
遁
岡
武
氏
の
衆
議
院
に
於
け
る
演
説
を
引
用

L
て
見
ゃ
う
。

明
泊
二
十
九
年
ノ
成
人
強
算
一
一
哉
セ
テ
ア
ル
歳
入
ハ
査
位
多
千
λ
百
偽
商
関
、
歳
出
ハ
宣
億
五
千
武
百
僚
高
岡
、
差
引
イ
テ
千
四
宵
儲
高
岡
ノ
不

管
業
酷
出
阻
止
論
世
評
す

足
ヲ
骨
ゲ
テ
居
リ
マ
ス
。
・
:
:
・
・
:
蔵
入
楠
揖
ノ
計
宮
=
就
ア
巾
シ
マ
ス
ト
、
鼠
Z

廻
ハ
ツ
テ
居
り
マ
ス
悲
算
ノ
中
-
一
在
ル
歳
入
納
額
最
億
参
千

λ
百
品
開
高
岡
」
ア
ア
ル
ガ
、
其
中
カ
ヲ
、
償
金
鰻
入
ト
、
サ
ウ
シ
テ
成
海
街
守
備
吠
消
却
金
ト
合
セ
テ
四
千
八
拾
俸
高
岡
ハ
別
ノ
モ
ノ

F
ア
ル
カ
ラ
、

之
ヲ
酷
イ
テ
計
算
λ

ル
ト
九
千
七
首
武
拾
徐
商
問
、
同
L
ガ
明
治
二
十
九
年
度
ノ
従
来
在
来

p
ノ
歳
入
ヂ
ア
ヨ
守
ス
、
之
ヲ
前
年
度
ノ
識
算
=
比
九
ル

ー
、
七
百
倍
高
岡
ヲ
噌
加
シ
テ
居
ル
、
ソ
ロ

F
在
来
リ
ノ
歳
入
戸
斯
ノ
如

ne
好
景
況
ヲ
呈
ジ
テ
増
額
二
ナ
ツ
テ
居
リ
マ
ス
ヵ
、
鶴
間
ノ
噌
加
が
移
シ

イ
方
ラ
、
矢
張
前
一
一
申
シ
タ
週
、
ヰ
四
百
偽
商
問
ノ
不
足
一
一
ナ
ソ
テ
車
ル
、
此
蹴
入
不
足
ノ
原
凶
三
副
イ
テ
ハ
是
ハ
経
常
議
出
ノ
棺
uv
タ
話
メ
-
一
趨

ツ
タ
ノ
ト
、
臨
時
蹴
出
ノ
柑
ジ
タ
鵠
メ
一
一
起
ツ
ダ
ノ

1
三
根
ア
ル
、
故
一
↓
此
歳
入
ヲ
補
填
ス
ル
上
=
就
イ
テ
ミ
長
張
艇
常
歳
入
ノ
補
填
ト
時
時
歳

、
、
、
、
、
、

.

.
 、
、
、
、
.
、
.
、
、
、
、
、

.. 
、
、
、
、

入
ノ
補
填
ト
ニ
金
二
山
ダ
ネ
パ
ナ
ヲ
ヌ
、
経
常
歳
入
ノ
不
足
ヲ
補
填
ス
ル
岱
=
ρ
則
テ
措
法
案
ヲ
提
山
シ
、
陥
時
歳
入
ノ
不
足
7
補
填
ス
ル
漏
メ
ユ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
.
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

一
部
ハ
同
債
法
案
ヲ
提
出
シ
テ
ア
リ
マ
ス
、
経
常
歳
入
楠
損
ノ
舟
メ
Z

法
案
ヲ
出

ν
テ
ア
ル
昨
日
p
鵠
税
、
品
官
業
柏
、
酒

つ
一
部
内
償
金
ヲ
繰
入
レ
、

匙
税
、
葉
鹿
半
専
頁
隼
ノ
コ
ト
円
何
レ
其
法
案
ヲ
議
セ
ラ
ル
ル
ヂ
ア
リ
マ
セ
ウ
カ
ヲ
、
其
際
照
明
シ
マ
ス
ガ
、
要
ス
ル
昌
此
租
揖
ハ
皆
闘
力
尽
力
ノ

瑳
逮
=
伴
ツ
ア
牧
人
制
ヲ
噌
シ
テ
行
ク

m
hヲ
持
ツ
テ
居
ル
枯
デ
ア
ル
、
一
般
経
済
ノ
詮
謹
一
一
害
ナ
ク
先
グ
課
耽
ノ
品
目
ト
シ
テ
ハ
適
常
ヲ
得
ダ
ル

、
‘
.
、
.
、
、
、

毛
ノ
ト
考
ヘ
ル
、
ソ
ヨ
ヂ
登
録
祇
ρ
明
治
二
十
九
年
四
月
一
日
カ
ヲ
、
酒
造
稔
ρ
明
治
二
十
九
年
十
月
一
日
カ
ヲ
、
柑
叩
』
業
税
ハ
明
治
三
十
年
一
月
一

日
カ
ラ
、
繋
掴
阿
草
専
頁
ハ
明
治
三
十
一
年
一
月
一
日
カ
ラ
、
随
行
ノ
計
境
目
一
ナ
ツ
テ
居
ル
、
赴
ρ
段
々
事
動
ノ
整
頓
=
従
ツ
テ
噌
シ
テ
行
グ
臨
海
草

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
.
、
、
、
、
、
、
、

事
費
其
他
ノ
経
常
費
一
一
充
テ
ル
趣
向
=
ナ
ツ
テ
居
リ
マ
ス
。

是
に
依
っ
て
之
を
観
れ
ば
、
四
官
業
税
は
陥
時
特
別
枕
ざ
し
て
遇
さ
れ
た
の
で
は
な
い
、
主
(
初
め
か
ら
恒
久
税
Z

。
。
。
。

0
c
c
c
c

。
。
。
。
。
。
。
。
。

し
て
起
き
れ
た
の
で
ゐ
る
。
此
酔
却
に
於
げ
る
買
業
同
士
山
舎
の
主
張
は
事
資
に
相
違
し
て
ゐ
る
己
断
守
ね
ば
な
ら

誠司。

第九回帝国議骨衆議院議事速記録、 70-71頁1) 



、B
J

O

C

0

0

0

0

。
。
。
。
。
。
。

2
次
に
進
ん
で
傍
業
税
廃
止
の
前
提
ご
な
っ
て
ゐ
る
二
の
考
を
検
す
る
こ
ご
、
す
る
。

)
。
。
。
。
。

c
c
o
c
o
o
c
c
o

。
。
。
C

C

0

0

0

0

0

0

0

0

a
、
古
い
枕
は
良
い
税
で
あ
る
ご
い
ム
考
に
就

τ之
を
見
る
に
、
?
七
は
間
中
理
上
謀
っ
て
ゐ
る
。
古
い
殺
は
良

い
税
で
あ
る
ご
い
ふ
設
は
、
カ
ナ

l
fか
唱
へ

τ
以
来
、

一
時
、
世
に
信
号
ら
れ
た
訟
で
あ
っ

τ、
租
枕
は

稗
嫁

Lr!一
線
て
の
人
に
分
布
L
、
初
め
惑
税
な
る
も
の
も
後
に
は
良
枕
芭
な
る

Z
話
ぐ
の
で
あ
る
が
も
線

τの

税
は
爾
が
〈
時
嫁
す
る
さ
限
ら
ぬ
。
主
(
謀
っ
て
ゐ
る
ミ
ご
は
蕊
に
論
争
る
迄
も
な
い
。
武
藤
氏
が
地
租
は
古
い

歴
史
を
有
す
る
か
ら
廃
す
る
に
及
ば
ぬ
古
い
は
る
、
は

カ
ナ

1
w
の
論
撲
に
依
っ
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
、

若
し
カ
ナ

1
F
の
論
壌
に
依
る
ご
す
れ
ば
、
修
業
税
を
も
厩
止
す
る
こ
ご
が
出
来
ま
い
、
間
官
業
税
は
園
税
ご
し

て
成
立
以
来
三
十
年
に
近
か
ら
ん
ご
し
て
ゐ
て
、
可
な
り
古
い
稔
ご
な
っ
て
ゐ
る
の
み
な
ら
す
、
武
藤
氏
が
後

に
も
論
争
る
が
如
〈
、
偉
業
税
を
以
て
鞠
嫁
す
る
枕
で
あ
る
ご
す
る
以
上
、
良
枕
ご
請
は
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
で

あ
る
。
武
藤
氏
が
カ
ナ
1

ル
の
設
に
依
ら
守
し
て
而
も
古
い
税
は
良
い
税
ご
云
は
品
、
な
ら
ば
、
如
何
な
る
論

擦
に
依
っ
て
主
張
せ
ら
る
、
の
か
を
明
に
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
品
。
凡
そ
租
税
は
古
い
か
ら
良
い
、
新
し
い
か
ら

惑
い
ご
い
ふ
理
窟
が
ゐ
る
べ
き
で
な
い
、
古
い
税
に
も
悪
就
が
あ
り
析
し
U
税
に
も
良
枕
が
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
現
に
地
租
に
就
て
い
へ
ば
、
地
租
が
士
白
い
歴
史
を
有
す
る
の
放
を
以
て
慶
す
る
に
及
ば
泊
三
去
ふ
な
ら

ば
、
地
和
が
良
枕
で
あ
る
こ
ご
を
誇
明
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
所
で
地
租
は
古
い
税
で
は
あ
る
が
も
今
日
正
な
っ
て

は
縫
税
力
に
膝
骨
ぬ
税
ご
な
り
、
各
地
主
の
聞
に
於
て
不
託
公
平
な
る
負
携
ご
な

h
、
極
め

τ僅
な
る
土
地
を
有

時

論

豆
大
七

替
業
枇
臨
阻
止
請
を
評
ナ

第
十
九
巻

(
第
四
統
一

o
一
}

拙着、和平伊前」叫2回以下1) 



時

時
業
耽
磁
止
論
を
静
す

第
十
九
巻

す
る
者
に
も
比
較
的
重
い
負
擦
を
命
中
る
こ
吉
、
な
っ
て
ゐ
る
、
決
し
て
良
枝
ピ
い
ふ
こ
ご
が
出
来
向
。
唯
貸
業

論

(
第
四
娘
一

O
ニ)

五
六
λ

同
志
舎
は
何
等
の
珂
一
向
な
〈
、
地
視
は
古
hv
税
で
良
税
で
ゐ
る
ご
設
〈
の
で
あ
る
。
主
(
論
は
事
買
に
於
て
誤
っ
て

ゐ
る
ご
謂
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

、l
，
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。

b
、
次
に
曲
目
業
税
成
立
以
前
の
税
制
を
以
て
完
杢
で
あ
る

Z
い
ふ
前
提
じ
就
て
之
を
見
る
仁
、
島
一
a

理
上
仁
於

て
誤
っ
て
ゐ
る
の
み
な
ら
す
、

立
法
嘗
時
の
史
貨
に
於
t
誤
っ
て
ゐ
る
。

杭
税
制
度
も
之
に
順
膝

L
て
、
農
業
者
に
課
す
る
枕
を
中
心
ご
す
ぺ
き
で

蓋
し
農
業
本
位
の
時
代
に
於

τは、

あ
る
、
是
れ
多
〈
の
闘
に
於
て
地
租
が
先
づ
第
一
に
後
蓬
し
党
所
以
で
め
る
。
然
る
に
商
工
業
が
ム
次
第
に
夜
連
L

農
業
芭
鼎
立
の
地
位
を
占
な
る
に
至
つ
て
は
、
商
工
業
者
に
課
す
る
税
が
農
業
者
に
課
す
る
税
Z
劃
立

4
る
や
う

に
な
っ
て
来
る
の
で
ゐ
る
、
是
れ
亦
多
〈
の
闘
に
於
て
地
租
仁
績
い
て
管
業
税
が
後
達
し
て
来
た
所
以
で
あ
る
。

租
税
後
速
の
自
然
の
趨
勢
よ
り
せ
ば
、
営
業
税
は
地
租
さ
同
時
に
起
ら
中
寧
ろ
芸
品
怯
に
起
る
も
の
ご
謂
っ

τ
可

い
の
我
闘
も
亦
此
自
然
の
順
路
を
踏
み
家
行
た
の
で
、
図
税
地
租
は
早
〈
よ
り
接
達
し
、
閤
枚
組
百
業
税
は
棺
世
に
後

れ
て
成
h
，
立
っ
た
の
で
ゐ
る
。
然
る
に
武
藤
氏
の
議
論
は
、
商
工
業
の
後
蓬
せ
ゴ

h
L時
代
の
税
制
を
以
て
完
全

で
あ
る
ご

L
、
商
工
業
の
後
述
し
た
る
時
代
に
於
て
も
之
を
改
h
u

ぺ
か
ら
や
ご
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
是
れ
買
に

0

0

0

 

経
済
の
進
歩
、
税
制

ω費
還
に
閲
す
る
法
則
を
無
視
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
が
武
藤
氏
の
議
論
を
以

τ率
理
上
に

、
.
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
.
‘
.
、

誤
っ
て
ゐ
る
ご
レ
ム
所
以
で
あ
る
。

拙著、税制堂理論、 293員以下1) 



。
。
。
。
。

之
を
我
国
の
史
賞
に
徴
す
る
に
、

円

滑

戦

争

前

に

於

t
も

商

工

業

は

相

嘗

に

進

ん

で

ゐ

化

、

決

し

て

明

治

の

初

年

ご

同

日

に

論

宇

べ

き

で

な

か

っ

た

の

で

あ

る

、

是

れ

夙

に

地

租

に

劃

立

す

べ

き

傍

業

殺

が

起

き

れ

ね

ば

な

ら

副

日

清

戦

守

後

に

於

け

る

戦

後

純

替

は

管

業

税

を

起

す

に

動

機

を

奥

へ

た

に

過

ぎ

ぬ
o

是
が
潟
に
明
治
二
十
九
年
壁
業
税
法
案
が
議
曾
に
提
出
せ
ら
れ
た
時
に
も
地
租
ご
の
権
衡
が
考
慮
せ
ら
れ
、

。
。
。

租

枕

健

系

の

上

か

ら

し

て

管

業

税

を

新

し

〈

起

き

ね

ば

な

ら

ぬ

ご

主

張

せ

ら

れ

た

の

で

あ

る

。

管

業

税

法

律

案

特

必
要
が
生
む
て
ゐ
た
の
で
あ
る
、

別

委

員

曾

の

経

過

及

結

果

が

衆

議

院

の

本

合

議

に

報

告

せ

ら

品

、

ゃ

、

特

別

委

員

長

代

る

河

島

噂

氏

は

友

の

如

〈

説
い
て
ゐ
る
。

帯
業
説
法
案
ハ
閥
枕
ト
シ
テ
ハ
新
案
ヂ
御
座
リ
マ
ス
ケ
レ

γ
毛
、
其
土
墓
ヲ
考
ヘ
テ
見
守
ス
ル
ト
、
御
承
知
ノ
却
ゲ
各
府
肱
ユ
行
ハ
ル
ル
所
ノ
即

テ
地
方
税
一
一
ハ
斯
ノ
如
キ
同
一
ノ
費
目
ガ
ア
ル
ノ
デ
ア
ル
、
肉
テ
同
問
ト
シ
テ
徴
牧
セ
ヲ
ル
ル
ノ
ハ
印
チ
此
法
案
ガ
初
ヂ
ア
ル
、
併
ナ
ガ
ラ
其
現
行

ノ
閥
暗
中
=
於
テ
モ
、
担
一
一
荒
子
枕
ノ
如
キ
、
若
ハ
阿
草
替
業
枕
ノ
如
キ
ハ
、
現
ユ
租
税
法
律
1
F
U
Y

テ
施
行
セ
ヲ
レ
テ
居
ツ
テ
、
菓
子
枕
ノ
如
キ
ρ

共
官
業
者
-
-
於
テ
最
毛
岡
雄
ヲ
極
メ
タ
所
ノ
拍
車
デ
ア
り
マ
ス
、
珠
一
一
車
柑
人
力
車
世
ノ
如
キ
ハ
彼
ノ
無
産
ナ
ル
所
ノ
人
民
ガ
負
携
ス
ル
所
ノ
祇
デ

、
、
、
‘
、
、
、

桐
座
リ
マ
ス
ル
ガ
政
一
一
、
非
常
ナ
酌
ナ
ル
所
、
無
理
ナ
ル
所
ノ
租
税
ダ
ア
ヅ
ダ
ト
謂
ハ
ナ
グ
デ
ハ
ナ
ラ
男
ノ
戸
ア
ル
、
而
シ
テ
又
一
方
L

時
T

ハ
箆

胃
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
.
、
、
、
、
、
、
、
、
.
、
.
、
、
、
、
、
、
.
、
.
、
、
、
.
、
.
、
!
、
、
、
、
、
、
、
‘
.
、
.
、
.
、
、
、
、
、
、

日
コ
則
チ
租
枕
ノ
義
務
}
致
U
T
、
決
シ
ア
過
重
ノ
聡
司
負
拾
三
共
一
方
二
劃
ス
ル
所
ノ
商
工
業
者
川
、
未
タ
問
税
一
一
向
ツ
テ
一
ツ
ノ
負
強
ガ
ナ

，
、
、

.

.
 、
、
、
、
、

.

.
 、
、
司
、
、
、
、
、
、
.
.
 、、

カ
ツ
タ
ノ
デ
桐
座
イ
マ
ス

1
i
一
一
般
一
二
凡
挽
ガ
ナ
カ
ツ
タ
ノ
一
ア
ア
ル
、
掠
ル
一
一
地
法
案
ヨ
リ
致
シ
テ
、
印
チ
起
ス
ペ
キ
所
ノ
祇
ヲ
起
シ
、
鹿
ス
ペ
キ

所
ノ
抵
ヲ
麗
ス
ル
ト
一
再
プ
所
ノ
幾
分
力
本
旨
一
-
別
ツ
タ
モ
ノ

1
且
品
テ
、
所
謂
彼
ノ
菜
子
枯
ノ
加
キ
、
船
車
蹄
ノ
如
キ
ハ
之
ヲ
聞
紙
ヨ
リ
鹿
シ
テ
、

島
司
、
、
、
、
、
、
、
、
園
、
、
、
}
也
、
.
、
、
、
、
、
、
.
、
、
、
、
、
、
、
.
、

.

.
 、
.
、
.
首
.
、
、
‘
、
、

.L.
、
，
、
、
、
、
、
、
‘
.
、

而
シ
テ
新
一
二
続
エ
町
議
枕
ヲ
掛
ケ
ル
ト
一
五
フ
コ
ト
二
ナ
ツ
テ
居
リ
マ
ス
カ
ラ
、
此
拙
官
業
砥
ハ
抑
ノ
鹿
足
ガ
捌
り
負
強
ヲ
重
ク
シ
タ
所
ノ
崎
品
相
樹

、
、
、
、
、
吉
、

.

.
 、
、
、
.
、
、
.
、
、
、
、
一
、
、
.
、
盲
、
、
、
.
.
 、
、
、
、
、
、
‘
.
‘
、
、
、
、
、
、
、
、
、

シ
テ
瓦
レ
パ
、
比
較
よ
A
H
A
T
-
-

、
最
毛
適
出
ナ
ル
義
務
的
ノ
相
枕
ダ
ア
ル
T
一
巧
フ
コ
ト
ァ
本
貝
等
ガ
認
メ
タ
ノ
ヂ
ア
サ
マ
ス
、
併
シ
乍
ヲ
血
税
法
ノ

施
行
セ
ヲ
ル
ル
ト
同
時
三
従
来
賦
謀
シ
車
ツ
グ
ル
所
ノ
地
ゐ
抵
ノ
出
晴
樹
ヨ
リ
モ
、
何
幾
多
ノ
噌
柑
ヲ
要
シ
、
¥
又
比
法
案
ハ
ア
分
紐
帯
ナ
ル
モ
ノ

時

論

替
業
税
鹿
止
論
を
評
ナ

(
第
四
挽

第
十
九
容

Q 

) 

E
-
、ι

す
i

」
/

J

ノ
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民干

論

管
業
耽
廃
止
請
を
評
ナ

第
十
九
谷

(
第
四
披
一

O
問
)

五
七

O

、
、
、
.
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
.
、
、
、
、
、
‘
、
、
、
‘
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ヂ
ゴ
ヂ
イ
マ
ス
ル
ガ
故
て
或
ρ

各
僻
業
者
ノ
中
、
此
枕
ノ
分
配
調
査
土
一
一
於
テ
育
的
ノ
古
情
ガ
生
ズ
ル
ヂ
ア
ラ
ウ
ト
思
フ
、
回
ヨ
り
完
全
制
明
快
ト

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
.
、
、
、
、
、
』
司
、
、
、
ョ
、
、
.
、
、
、
、
、
、
、
‘
.
、
、
、
、
、
、
、
、

認
メ
タ
デ
ρ

糊
座
イ
マ
セ
ヌ
ガ
、
此
法
案
賞
品
ノ
慎
一
六
世
テ
ρ

、
必
ズ
期
年
ヲ
出
ヂ
ズ
シ
テ
改
正
ヲ
誕
シ
ナ
ク
テ
ハ
ナ
ラ
ヌ
品
型
ガ
起
ル
デ
ア
ヲ
ウ

、
.
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
.
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
.
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
、
.

ト
忠
ァ
、
併
シ
ナ
ガ
一
フ
此
税
ノ
性
血
タ
ル
ヤ
、
前
一
一
申
シ
タ
如
夕
、
農
民
a

封
シ
テ
商
工
業
ガ
受
ク
ベ
キ
所
ノ
義
務
的
ノ
租
粧
デ
獅
座
イ
マ
ス
ル
ガ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
.

比
一
二
本
国
等
円
此
法
案
一
一
幾
何
ノ
修
正
ヲ
加
ヘ
テ
、
調
姐
7

致
サ
ウ
ト
致
シ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
一
百
々

此
委
員
長

ω報
告
仁
依
っ
て
之
を
観
る
、
こ
、
管
業
税
は
其
立
法
の
初
よ

h
、
地
租
に
封
立
す
る
枕
ご
し
て
、
租

税
館
系
の
中
に
組
み
込
ま
れ
る
べ
き
で
ゐ
る
ど
い
ふ
理
窟
が
最
も
明
白
に
認
め
ら
れ

τゐ
た
の
で
ゐ
る
、
決
し
て

無
理
に
臨
時
的
に
立
て
ら
れ
た
る
税
で
は
な
い
。
衆
議
院
が
愈
々
此
税
の
寅
施
せ
ら
品
、
に
及
ん
で
苦
情
百
出
す

る
こ

Z
を
珠
如
し
乍
ら
之
に
協
賛
ヤ
奥
へ
た
の
は
、
農
民
の
地
租
を
負
擦
す
る
に
劃
し
て
商
工
業
者
に
も
負
携
せ

し
む
る
こ
ぜ
が
正
義

ω要
求
で
あ
る
ご
認
め
た
か
ら
で
あ
る
。
果
し
て
然
ら
ば
岡
税
管
業
税
は
、
無
理
仁
臨
時
特

別
に
起
き
れ
た
の
で
保
い
、
直
接
税
健
系
の
快
附
を
認
め
之
を
完
壁
ご
な
さ
ん
が
斜
め
に
起
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

修
業
税
成
立
以
前
の
枕
制
を
完
全
で
ゐ
る
古
す
る
が
如
注
は
、
漫
に
其
嘗
時
の
人
の
税
制
に
閲
す
る
信
念
を
酬
明
り

h
ノ
、
自
ら
諜
て
ゐ
る
ニ
芭
を
知
ら
な
い
も
の

F
謂
は
ね
ば
な
ら
泊
。

)
O
C
o
c
o
C
C
0
 

3
些
業
税
廃
止

ω結
果
は
如
何
古
い
ふ
に
、
定
接
税
健
系
は
、
英
根
幹
の
組
み
立
に
於
て
、
明
治
廿
九
年
前
の

昔
に
踊
る
ニ
吉
、
な

h
、
不
公
卒
の
甚
し
い
も
の
ピ
な
る
の
で
あ
る
。
河
島
氏
の
論
法
を
借
り
て
批
評
ぜ
ば
商
工

業
者
が
農
民
に
謝
す
る
義
務
的
租
枕
を
兎
る
、
一

-z、
な
る
の
で
ゐ
る
。

H
A
れ
阪
に
許
す
べ
か
ら
古
る
こ
さ
で
あ

る
o

所
で
今
日
に
於
て
は
夏
に
不
公
卒
で
、
倫
一
屠
許
す
べ
か
ら
古
る
J
ピ
、
な
る
の
で
あ
る
o

ぞ
れ
は
外
で
も



な
い
、
今
日
不
設
気
の
風
に
襲
は
れ
て
ゐ
る
さ
は
一
五
ふ
も
の
、
、
商
工
業
が
我
図
々
民
経
済
上
に
重
量
を
錯
し
て

ゐ
る
こ
古
は
、

日
清
戦
後
の
賞
時
の
比
で
な
い
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
さ
同
時
に
、
農
村
は
禰
が
上
に
疲
弊
困
錨

L
、
限
も
あ
て
ら
れ
ぬ
紋
態
正
な
っ
て
ゐ
る
か
ら
で
ゐ
る
o
質
業
同
志
曾
が
此
秋
に
際
し
て
、
地
租
は
之
を
轄
減

す
る
も
厳
止
す
べ
き
で
な
く
、
倍
業
税
は
之
を
巌
止
す
べ
し
ご
呼
競
す
る
の
で
め
る
、
天
下
の
農
民
之
を
聞
か

ば
、
果
し
て
如
何
な
る
戚
を
持
つ
で
あ
ち
う
か
、
若
し
此
論
が
質
現
す
る
な
ら
ば
、
農
民
は
比
世
の
中
に
は
正
義

が
な
い
こ

Z
を
斑
戚
す
る
に
相
違
な
い
。
是
れ
思
想
問
題
ご
し
て
も
等
閑
に
附
す
ぺ
き
こ

Z
E
な
い
。
是
に
於
て

私
は
少
し
〈
進
ん
で
修
業
枕
廃
止
論
Z
思
想
問
題
ご
の
関
係
に
就
て
論
究
し
て
見
?
フ
芭
忠
ム
o

組
官
業
税
法
廃
止
案
提
出
者
は
替
業
税
が
思
想
問
題
に
重
大
な
る
関
係
あ
る
ニ
さ
を
設
き
、
組
営
業
税
あ
る
が

匁
め
に
、
思
想
を
四
時
化
せ
し
め
て
ゐ
る
ご
い
ふ
唱
』
ご
を
ほ
の
め
か
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
号
一
ロ
ム
所
を
耐
附
け

ば
、
税
吏
が
徴
業
上
背
欽
諒
求
を
な
し
中
産
階
級
た
る
商
工
業
者
を
苦
し
め
る
ご
い
ふ
に
過
ぎ
叫
。
成
程
税
克
が

苛
欽
詠
求
士
す
る
ご
一
瓦
ふ
こ
ご
は
、
そ
れ
自
身
よ
〈
な
い
こ
正
で
あ
る
、
併
し
営
業
税
あ
る
が
潟
め
に
、
商
工
業

者
を
し
て
岡
家
を
恨
ま
し
め
、
之
を
し
て
革
命
を
謡
歌
せ
し
む
る
や
う
に
な
る
も
の
ご
は
思
は
れ
な
い
。
ぞ
れ
よ

h
も
管
業
税
を
底
止
し
て
商
工
業
者
が
自
ら
免
れ
ん
ご
す
る
運
動
ぞ
れ
白
醐
闘
が
、
資
本
主
義
的
横
暴
を
反
謹
し
、

人
を
し
て
現
代
国
家
を
叫
ん
ム
に
至
ら
し
め
必

5
0限
ら
凶
、
事
背
却
に
至
れ
ば
相
官
業
枚
殿
止
蓮
勤
が
却

τ思
想
を
題

化
せ
し
む
る
こ
ご
、
な
る
誇
で
あ
る
。
武
藤
氏
は
此
貼
に
関
し
て
、
資
本
家
ご
企
業
家
ご
の
異
る
こ
ご
、
商
工
業
者

は
寧
ろ
企
業
家
に

L
て
資
本
家
に
あ
ら
ざ
る
こ
己
、
農
民
も
亦
資
本
家
た
る
噂
」
ご
を
帥
耐
性
ら
れ
て
ゐ
る
。
資
本
家

時

(
品
静
岡
腕
〕

O
五
}

E 
士

品
官
業
税
臨
止
論
を
許
す

部
十
丸
巻

論

小川委貝質問(前拐、委員合議録第四回目頁j

武藤氏害声帯、(向上口頁)

1) 
3) 



時

論

替
業
枕
底
止
論
を
評
す

第
十
九
魯

(
第
四
貌
一

O
穴
)

五
七

z企
業
家
己
を
匝
別
す
る
こ
ご
は
、
厳
格
の
意
味
に
於
て
、
経
済
問
申
者
皆
費
し
〈
之
を
認
め
て
ゐ
る
、
困
よ
り
異

論
の
あ
る
こ
さ
で
は
な
い
が
、
今
日
の
経
済
枇
曾
に
於
て
は
、
多
(
の
場
合
に
於
て
企
業
家
は
資
本
家
を
粂
ね
て

ゐ
る
、
仮
令
之
を
粂
ね
ぬ
に
し
て
も
、
少
く
ご
も
勢
働
者
ご
し
て
一
一
尿
は
れ
て
ゐ
る
も
の
で
な
い
1

0

是
が
故
に
祉
曾

主
義
者
を
始
め
多
〈
の
人
が
通
俗
に
之
を
資
本
家
な
る
語
を
以
て
総
括

L
以
て
時
労
働
者
に
封
立
す
る
階
級
ご
し
て

ゐ
る
。
所
謂
資
本
宅
義
ご
は
、
是
等
の
企
業
家
が
自
ら
欲
す
る
所
の
企
業
を
計
萱
し
、
暗
労
働
者
を
雇
ひ
来
h
ノ
、
之

に
一
定
の
勢
賃
を
支
梯

ο、
牧
盆
の
中
よ
り
之
を
差
引
い
た
る
残
額
を
自
分
で
牧
め
て
行
〈
の
を
い
ム
。
是
が
故

に
資
本
主
義
ご
い
ふ
言
葉
の
中
に
企
ま
れ
で
あ
る
資
本
家
は
却
て
武
藤
氏
の
所
謂
企
業
家
を
指
し
て
ゐ
る
。

H
R

起が

故
に
資
本
主
義
的
最
も
繁
栄
す
る
の
は
、
大
商
工
業
の
発
達
1
ソ
た
る
殺
で
あ
る
、
従
て
資
本
主
義
の
脊
髄
は
大
商

工
業
者
に
あ
る
ご
謂
つ
で
も
可
ぃ
。
是
れ
資
本
家
正
い
へ
ば
、
通
俗
に
大
商
工
業
岩
吉
解
せ
ら
れ
る
所
以
で
あ

る
。
所
で
概
官
業
税
廃
止
運
動
は
大
商
工
業
者
が
背
長
吉
な
っ

τゐ
る
、
而
し
て
此
廃
止
の
潟
め
に
最
も
利
往
を
受

〈
る
者
も
大
商
工
業
者
で
あ
ら
う
さ
思
は
れ
る
、
勿
論
小
商
工
業
者
も
替
業
殺
を
兎
る
以
上
、
之
を
喜
ぶ
に
相
違

な
か
ら
う
け
れ
ど
も
、
童
心
鮎
が
後
者
に
あ
ら

?
L
て
、
前
者
に
あ
る
こ
Z
は
、
之
ぞ
否
認
す
る
司
】
さ
が
出
来
ま

い
。
果
し
て
然
り
ご
せ
ば
、
修
業
税
廃
止
運
動
は
資
本
家
を
し
て
免
れ
し
め
ん
が
銭
め
に
、
起
せ
る
も
の
で
あ
る

ご
評
す
る
者
が
ゐ
っ
て
も
帰
郷
の
認
が
な
か
ら
F
7
0

天
下
の
人
が
新
〈
信
や
る
に
至
れ
ば
、
拡
て
資
本
家
の
横
暴

0

0

0

0

c

c

ζ

0

0

0

0

 

や
』
反
設
し
、
資
本
主
義
ゆ
呪
ひ
の
龍
却
を

L
て
ヨ

y
大
一
な
ら
し
む
る
こ
さ
、
な
ら
う
。
是
れ
明
に
思
想
を
悪
化
せ
し

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

む
る
も
の
で
は
な
い
か
、
是
に
於

t
盛
業
税
が
思
想
を
忍
化
せ
し
む
る
ご
一
一
ム
は
ん
よ
り
は
、
山
平
ん
営
業
税
廃
止
運

動
が
思
想
を
悪
化
せ
し
む
る
も
の
で
あ
る
ご
一
お
は
ね
ば
な
ら
向
。


